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スペクト jレによって与えられることを示した。また， van Hove の動的構造因子が任意の波数において，
二.つの有名な総和則を満足していることも分った。荷電ポーズ気体に対しては，エネノレギ、一・スペクトノレ
の極小値が温度上昇に従って小さくなる。液体 4He !<::対しては，構造因子の温度依存性が， 1) main 
peakが，温度の上昇に伴って大きくなっていくこと， i) main peak の位置が，温度が上昇するに
従って低波数側へshiftする乙と" iii) 波数の小さい所で温度に比例するgapを持ち，下に凸となっている
ことを示した。これは中性子散乱の実験に一致している。
論文の審査結果の要旨
多体ポーズ系の物理量を求めるために利用されている密度位相演算子法では摂動計算の結果に赤外発
散も紫外発散も共にないことが知られている。しかしこの方法を用いて有限温度における物理量を求める計算
は未だ行われていない。渡遺君は絶対零度における計算の途中で現れる不定の発散項による暖昧さを格子空間
を考える乙とによって除外すると共に，有限温度における van Hove関数，温度グリーン関数および構
造因子を計算する乙とによって温度に依存するエネノレギー・スペクトラムを求めることに成功した。具体
的な例として高密度荷電ポーズ気体のエネノレギ、一・スペクトラムに対する数値解析を行い，また液体 4He
については，絶対零度の長波長励起エネノレギーのファインマン・エネルギーからのず、れを求め， 有限温度
の構造因子の解析も行った。いわゆる小さい b 演算子を導入する乙とによって計算の見通しを良くし
た功績は大きい。
以上を総合して，同君の論文は多体ポーズ系の理論的取り扱いに関して新しい知見を加えたものとし
て評価され，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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